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大会セキュリティ対策の１つとして、
映像監視に係る調達をすることについて
審議・了承いただきたい。
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１．審議事項
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２．本調達の必要性・意義

“事案発生”の未然防止と早期対応で安全・安心な大会を実現する

ベニューへの不正侵入防止
選手・重要人物の安全確保
雑踏事故の防止

ベニュー（Venue）：会場のことで、「競技会場」「非競技会場」を指す
MOC（Main Operation Center）：組織委員会幹部の意思決定場所
VSCC（Venue Security Command Center）：各会場に設置される警備対策センター
GSCC（Games Security Coordination Center）：大会警備本部

警備の基本

東京は「オリンピックパーク」が無くまた数多くのベニューが点在する大会。
さらに、限りある警備員での警備運用が必要となっている。

この状況下で必要な警備措置を実現していく為には、
VSCCにて対象とするベニュー内の一元監視と迅速・的確な対処指示が
できる事、さらに、VSCCからGSCCへの情報連携とMOCへの適切なエス
カレーションが必要である。

以上の事から、本調達は安心安全な大会の実現に寄与できると考える。
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３．映像監視概要

警備指揮業務の合理化を図るとともに、迅速かつ的確な対処を具現化

内容：セキュリティカメラの配置及びシステム導入

契約方法：特別契約

予算：V2予算の範囲内
※全額東京都負担

導入効果：①大会運営体制における迅速かつ的確なエスカレーション
②治安機関と情報を共有した警備措置の実現


